
 

 

 

 

 

 

令和６年１２月  

 

小林市議会定例会提出議案説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 

　提案理由をご説明する前に、現在の市政　

運営に係る主な取り組み等について、ご報告
とう

をさせていただきます。  

 

　まず、地域防災についてであります。  

 

　去る１０月１２日に、第３０回全国消防

操 法 大 会 が 宮 城 県 で 開 催 さ れ 、 第 １ 分 団　　
そ うほう み や ぎ

第５部が、小林市消防団として初めての出場

を果たしたところであります。  

 

　出場した団員たちは、初の大舞台であり　
だい

ながら、全国の各予選を勝ち上がった精鋭　
かく せいえい

た ち と 堂 々 と 渡 り 合 い 、 ポ ン プ 車 の 部 に　　
ど うど う

おいて、見事、優良賞に輝いたところであり

ます。  

 

　第１分団第５部の健闘をたたえるとともに、
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この快挙が、本市消防団全体の士気を高め、
ほん し き

消 防 力 の 更 な る 強 化 に 寄 与 で き た も の と　　
さら き よ

考えているところであります。  

 

　引き続き、市民の皆様の生命と財産を守る

ため、地域防災の 要 である消防団の充実・　　
かなめ

強化を図ってまいります。  

 

　次に、国民スポーツ大会及び全国障害者　
およ

スポーツ大会についてであります。  

 

　令和９年に第８１回国民スポーツ大会及び
およ

第２６回全国障害者スポーツ大会が本県で　
ほん

開催されますが、本市では、バレーボール、
ほん

ト ラ ン ポ リ ン 、 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 、　　　

カ ヌ ー の ス プ リ ン ト に 加 え 、 新 た に　　　　

ローイングを正式競技として実施することに

なりました。  
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　本市で新たな競技を実施できることになり、　　
ほん

市 民 の ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 更 に 高 め 、　　
さ ら

「健幸のまちづくり」の実現や地域の活性化
けんこう

に つ な が る こ と を 期 待 し て い る と こ ろ で　　

あります。  

 

　 な お 、 去 る １ １ 月 １ ５ 日 に は 、 準 備 を　　　

より加速化・本格化させるため、「小林市準備
じゅんび

委員会」を「小林市実行委員会」に改組した
じっこう か い そ

と こ ろ で あ り 、 本 市 で 実 施 さ れ る 競 技 の　　
ほ ん

円滑な運営と大会の成功に向けて、引き続き

市民総参加型による「オール小林」での大会
そう がた

を目指してまいります。  

 

　次に、シティプロモーションの取り組みに

ついてであります。  
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　現在、「ハッシンコバヤシ！！」と銘打った
めい

プロモーション活動の一環といたしまして、
いっかん

市 の 公 式 Ｓ Ｎ Ｓ や テ レ ビ Ｃ Ｍ に お い て 、　　
エス エヌ エ ス シ ーエム

「こばやしスペシャルＰ Ｒ大使」である 蛙亭
ピーアール かえるてい

のイワクラ様が出演して本市の 食 の魅力を
ほん しょく

伝えるＰ Ｒ 動画を配信しているところで　
ピーアール

あります。  

 

　このＰ Ｒ 動画では、市民の方々にも出演　
ピーアール かたがた

いただき、イワクラ様と西諸弁での会話劇を

繰り広げながら、本市の郷土料理や名物料理
ほん

を紹介していただいているところであります。 

 

　また、市内では、ロケ地を中心にＰ Ｒ　　
ピーアール

動画に関連した写真撮影スポットを設置する

とともに、本市の 食 に関するＳＮＳ投稿　　
ほん しょく エスエヌエス

キャンペーンを展開するなど、訪れた方々に
かたがた

楽しんでいただきながら、本市の 食 の魅力を
ほん しょく
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発信していただいているところであります。  

 

　 引 き 続 き 、 本 市 の 更 な る 認 知 度 向 上 や　　
ほ ん さら

関係人口の増加に向けて、市民や出身者を　

はじめとした多様な主体の 力 を合わせ、　　
ちから

本市の魅力発信を展開してまいります。  

ほん

 

　それでは、以下、議案について、ご説明を

申し上げます。  

 

　報告第２号専決処分の承認を求めることに

つきましては、  

第５０回衆議院議員総選挙に係る経費に関し、
ぎ い ん

予算措置を直ちに講ずる必要があったため、
ただ

令和６年度一般会計補正予算第７号について、　
ほ せ い

令和６年１０月２日付けで専決処分いたし　
づ

ましたので、議会に報告し、  

その承認を求めるものであります。  
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　議案第８４号令和６年度小林市一般会計　

補正予算第８号につきましては、  

ほ せ い

歳入歳出それぞれ  

５億３，１０１万４，０００円を増額し、  

予算規模は  

３２５億　２７１万４，０００円となります。 

 

　まず、歳入につきましては、国県支出金、
くにけん

繰越金等を追加計上するものであります。  

とう つ い か

 

　次に、歳出の主なものをご説明申し上げ　

ます。  

 

　総務費につきましては、各種補助事業の　
かくしゅ

前 年 度 事 業 費 の 確 定 に 伴 う 国 県 支 出 金 の　　
ぜ ん く にけ ん

返還金等を計上するものであります。  

とう
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　民生費につきましては、高齢者施設等の　
とう

非常用自家発電設備の整備に要する経費を　
せ つ び せ い び

補助するための費用等を計上するものであり
とう

ます。  

 

　農林水産業費につきましては、収益力強化

に取り組む農家を支援するため、小林市農業

再生協議会が実施する農業機械等の導入に　
とう

対する補助金等を計上するものであります。  

とう

 

　土木費につきましては、市役所通線の整備
つうせん せ い び

に伴う建物補償費の増加が見込まれること　

から、補償金の増額等を計上するものであり
とう

ます。  

 

　教育費につきましては、市内小中学校の　

ネットワークの課題の把握や調査に要する　

費用等を計上するものであります。  

とう
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　災害復旧費につきましては、梅雨前線豪雨
ば い う

等により被災した農地及び農業用施設の復旧
とう およ

に要する費用を計上するものであります。  

 

　また、治山事業費ほか１０事業につきまし

ては、事業の完了が翌年度にわたることが　

見 込 ま れ る こ と か ら 、 繰 越 明 許 費 と し て　　
め いき ょ

予算計上するものであります。  

 

　議案第８５号令和６年度小林市国民健康　

保険事業特別会計補正予算第３号につきまし
じぎょう ほ せ い

ては、  

前 年 度 事 業 費 の 確 定 に 伴 う 国 庫 支 出 金 の　　
ぜ ん

返還金等を計上し、  

とう

歳入歳出それぞれ４１７万４，０００円を　

増額するものであります。  

ぞう
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　議案第８６号令和６年度小林市介護保険　

事業特別会計補正予算第２号につきましては、
じぎょう ほ せ い

前年度事業費の確定に伴う  

ぜん

社会保険診療報酬支払基金への返還金を計上

し、  

歳入歳出それぞれ２０４万７，０００円を　

増額するものであります。  

ぞう

 

　議案第８７号令和６年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計補正予算第３号につきまし
じぎょう ほ せ い

ては、  

前年度事業費の確定に伴う  

ぜん

一般会計への繰出金等を計上し、  

とう

歳入歳出それぞれ１，９７０万６，０００円

を増額するものであります。  

ぞう

 

　議案第８８号 公 の施設に関する条例の　
おおやけ

一部改正につきましては、  
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小 林 市 児 童 セ ン タ ー の 管 理 運 営 の 方 法 を　　

見直すため、  

所要の改正を行うものであります。  

 

　議案第８９号シルバーランド望峰の里の　
ぼうほう

設置及び管理に関する条例の廃止につきまし
およ

ては、  

同施設について、 公 の施設としての用途を
どう おおやけ

廃止し、業務及び財産を現指定管理者に移譲
およ げん

するため、条例を廃止するものであります。  

 

　 議 案 第 ９ ０ 号 か ら 議 案 第 ９ ６ 号 ま で 、　　

以上７件の指定管理者の指定につきましては、

公 の施設の管理を行う指定管理者の選定を　
おおやけ せんてい

行いましたので、その指定について、  

それぞれ議会の議決を求めるものであります。 

 

　議案第９７号から議案第１１５号まで、　
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以 上 １ ９ 件 の 農 業 委 員 会 の 委 員 の 任 命 に　　

つきましては、  

 

瀬戸山　博好氏、　上仮屋　 博氏、  

せ と や ま ひろよし う え か り や ひろし

田原　尚紀氏、　　新田　敏文氏、  

た わ ら な お き しんでん としふみ

小畠　利春氏、　　谷之木　信弘氏、  

こ ば た としはる たに の き のぶひろ

大部　実男氏、　　大山　竹子氏、  

だ い ぶ じ つ お おおやま た け こ

下沖　秀人氏、　　種子田　 勝氏、  

しもおき ひ で と た ね だ まさる

高田　春男氏、　　河野　雄二氏、  

た か だ は る お か わ の ゆ う じ

池井　周造氏、　　棚橋　道夫氏、  

い け い しゅうぞう たなはし み ち お

石川　文男氏、　　吉村　昭生氏、  

いしかわ ふ み お よしむら あ き お

長瀬　茂弘氏、　　松田　まり子氏、  

な が せ しげひろ ま つ だ こ

東原　安雄氏  

ひがしばる や す お

 

を農業委員会の委員に任命することについて、

それぞれ議会の同意を求めるものであります。 

 

　 以 上 、 よ ろ し く ご 審 議 の ほ ど お 願 い を　　
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いたします。


